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1 .雪卒港箆芽締Jffi!麓の 1碗
。足立武員，Ij，塚本間'}(千大〉
我々は子宮第腫の術中記胃彊蕩が発見され，構理iこて
胃平者筋芽細胞腫と診断されたー伊jを経験した。本麗蕩
の病理組織学的特複はl)/J、葉構造をとること2)核局自に
透明帯を有すること3)丹形なる核を有することである。
ー設に長性の経過をとるが，好転移を器めたという報告
もある。悪性度の指壌として核分裂率が重要である。 
2. 後腹膜脂館肉躍の 1例
。井原案都，堀中悦夫〈千大〉
後摸援に発生する悪性彊蕩の中で脂肪肉腫は高額震に
みられ，深部組織より発生し，巨大な麗癒を形成する症
例が多い。議出は比較的容易であるが，再発することが
多く明捺再発をくり返しがちである。予後は組織型によ
習かえE予異なり，治療方針の決定や予後の推定Jこ札担識
学的検索が重要である。今回， 43歳の男性にみられ， 9 
年間の経過をたどった分化型後援護脂肪肉腫の症例につ
いて報告する。 
3. 露膜管嚢胞の l19lJ
。石}I!一郎，雨宮邦彦(千大)
症剖は25議女性， 10カ月前よ担下渡部痛出現し，卵巣嚢
抱の診断で開腹したが，麗壁麓癌の手衛診断を受け，病
理診断辻線維腫で注うった。癖部よ担嬢分泌出現したため
来混，難治位、屡孔の診断にて入院した。諸検査の結果尿
摸管嚢麹の診断にて手討をl.-，術後 1カ月全治退院した。
本例は，尿膜管嚢胞に感染をきたし，慢性炎症性変化に
よる援壁腫癌形成し，さらに渡部手衝が加わって，凄孔
症例は52議，男性。菜医にて S状結腸癌と診断され当
科入院。入読後注腸造影にて横行結腸にも腫蕩陰影を
認め， 多発癌と診断。横行結腸， s状結腸切除諦を能
行。ともに亘型の進行癌で組織は高分北型藤露だったo
当科の大腸多発癌頻度は2.3%，そのポヲープ合併率は 
62%である。ポリープ病変・多発癌の発見のため街需の
精査は勿論，時には街中内視鏡も必要で，術後残存腸管
の早期慈発見のため計画的 followupが不可欠である。 
5. ポリープ様痕変を伴う非特異性言腸潰霧の 1例 
0五島茂之，斉藤典男，村松幸男
〈千大〉
症部辻， 43歳男性，右下腹部請を主訴として来院。注
腸造影，大腸内視鏡検査で，田富部の非特異性潰蕩を疑
い，右半結腸切除を施行した。臨沫的記試，非特異性演
蕩と考えられた。組織学的診跨は， ul-ilの非特異性の 
healing ulcerであった。本症例を中心}こ，非特異性湊蕩
について，文献的考察を行った。 
6. 異物が原因と考えられる毘富部持異性炎の 1候i
。石毛英男，村松幸男(千大〉
症例45歳男性，クローン病の診斯}こて右半結腸窃除衡
諸行。請出擦本にて国富部に深い讃蕩を認めた。病理組
織では結核，クローン病のような肉芽組識なく粘膜を除
く全層に異物型巨絹胞が著明に認められた。また粘膜下
に来状の異物が存在しさらにそれを異物型巨細胞および
炎症性細抱が取予まいている所見が得られた。異物は分
欝的で一部異物型巨細臆に取り込まれている像も見い出
され異物による特異性炎の可能性が強く示唆された。 
例1千円部麗癌のI 7. 
形成に至ったものであった。 
上村公平〈千大〉
4. 大腸多発癌の 1椀
症挺は46歳男性。初発症状はp 黒色表皮腫で3 内臓病
。井上育夫，斉藤典男〈千大〉 変を検索するうちに， CT，超音波診断で肝門部に腫主義
